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朝霞駅北口の今

シンボルの大屋根の完成が近い
南口駅前の景観

ららぽーと跡地に「駅近」マンション

朝霞駅上空から

5
月
1
日
、
朝
霞
駅
北

口
、「
コン
フ
ォ
ー
ル
東
朝
霞
」

1
階
に
、
朝
霞
市
駅
前
出

張
所
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

駅
前
出
張
所
は
市
民
の
利

便
性
を
第
一に
考
慮
し
て
、
日

曜
も
開
所
す
る
と
い
う
。
た
だ

し
土
曜
日
は
休
み
。

朝
霞
駅
前
出
張
所
は
、
朝

霞
市
内
で
は
二
番
目
と
な
る

出
張
所
で
、
か
ね
て
か
ら
朝
霞

市
と
U
R
都
市
機
構
（
旧
住

宅
公
団
）
と
の
連
携
に
よ
る
、

北
口
駅
前
整
備
の一環
と
し
て

生
ま
れ
た
。
都
市
機
構
の
住

宅
に
居
住
す
る
市
民
は
も
ち

ろ
ん
、
駅
北
口
に
通
勤
す
る

朝
霞
市
民
に
と
っ
て
朗
報
で
あ

る
。U

R
都
市
機
構
の
東
朝

霞
団
地
の
建
替
え
に
と
も
な

い
、
公
共
施
設
の
質
を
向
上

し
、ま
ち
づ
く
り
と一体
に
な
っ

て
駅
前
整
備
を
行
う
と
い
う
、

都
市
機
構
と
市
当
局
の
コ
ラ

ボ
で
進
め
ら
れ
た一期
工
事
は

間
も
な
く
完
成
す
る
。

都
市
機
構
の
住
宅
棟
、
広

場
と
と
も
に
、
駅
出
口
か
ら
の

歩
道
と
屋
根
、
広
場
、
バ
ス

停
も
す
で
に
新
鮮
な
姿
を
現

し
た
。
市
民
の
声
を
反
映
し
つ

つ
計
画
さ
れ
た
プ
ラ
ン
の
基
調

は
、
利
便
性
、
安
全
性
、
使

い
や
す
い
ユニ
バー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
で
、
市
民
が
親
し
み
を
も
て

る
空
間
の
創
出
で
あ
っ
た
。

引
き
続
き
進
行
す
る
北
口

周
辺
の
整
備
は
、
広
場
の
第

二
期
工
事
が
終
る
明
年
春
に

完
了
の
見
込
み
。

朝
霞
駅
南
口
駅
前
広

場
も
完
成
間
近
い　

間
断
の
な
い
工
事
が
行
わ
れ

て
き
た
、
朝
霞
駅
南
口
の
土

地
区
画
整
理
と
広
場
の
整
備

事
業
は
順
調
に
進
み
、
い
よ
い

よ
8
月
完
了
、全
面
的
に
オ
ー

プ
ン
の
予
定
。

市
民
の
要
望
、
意
見
を
取

り
入
れ
た
広
場
の
基
本
構
想

は
、
自
動
車
、
自
転
車
、
歩

行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
通
行
に
配

慮
し
た
、
快
適
で
便
利
な
空

間
を
構
築
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

す
で
に
地
下
駐
車
場
の
工

事
は
終
わ
り
、
換
気
塔
、
駐

車
場
入
口
、
景
観
を
重
視
し

た
ト
ラ
ス
の
屋
根
も
、
間
も
な

く
完
成
す
る
。
最
後
ま
で
残

さ
れ
た
大
屋
根
の
工
事
も
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

明
る
く
暖
か
く
と
い
う
目

標
を
掲
げ
た
照
明
が
、一斉
に

点
灯
さ
れ
る
と
き
が
待
た
れ

る
。

和
光
市
駅
北
口
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
取
り
組
み

和
光
市
駅
北
口
は
、
未
整

備
で
、
バ
ス
の
発
着
も
ま
ま

な
ら
ぬ
状
況
に
あ
る
。
昨
年
、

駅
前
広
場
と
駅
北
口
通
り
の

本
格
的
な
整
備
に
向
け
て
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
「
優

先
区
域
」
を
定
め
、
積
極
的

な
行
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
年
2
月
19
な
い
し
25
日
、

関
係
す
る
権
利
者
に
対
し
て

説
明
会
が
開
か
れ
、計
画
の
第

一段
階
と
な
る
道
路
計
画（
案
）

が
市
当
局
か
ら
提
示
さ
れ
た
。

ま
た
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

た
。冒

頭
で
、
都
市
計
画
道
路

は
、
和
光
市
の
み
な
ら
ず
、
よ

り
広
域
の
地
域
の
都
市
計
画

の
観
点
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
、そ
の
た
め
主
要
な
県
道
、

国
道
への
交
通
の
流
れ
を
考
慮

し
つ
つ
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。

つい
で
「
土
地
区
画
整
理
事

業
」
は
、
公
共
施
設
の
た
め
の

用
地
を
生
み
出
す
た
め
に
、
必

要
な
土
地
を
地
区
内
の
権
利

者
か
ら
少
し
づ
つ
提
供
し
て
も

ら
う
仕
組
み
で
、
建
築
物
な

ど
の
移
転
は
、
施
行
す
る
側

が
、
所
有
者
、
借
家
人
に
対

し
て
保
障
す
る
建
前
で
あ
る
こ

と
が
述
べら
れ
た
。

市
当
局
は
、
今
回
の
よ
う

な
土
地
区
画
整
理
事
業
を

も
っ
て
市
街
地
を
整
備
す
る

手
法
は
、
市
街
地
域
に
住
む

人
々
の
生
活
に
必
要
な
施
設

の
整
備
、
改
善
に
適
切
な
も

の
で
、
宅
地
の
利
用
価
値
を

高
め
る
こ
と
を
強
調
し
、
住

民
の
理
解
を
求
め
た
。

な
お
質
問
に
答
え
、
市
当

局
は
、こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
説
明
し
た
。

ま
ず
関
係
機
関
と
の
事
前

協
議
を
行
い
、
事
業
計
画
を

作
成
、
施
行
規
定
を
議
会
に

上
程
、こ
れ
を
条
例
で
定
め
る
。

本
年
10
月
頃
事
業
計
画
の
縦

覧
を
行
な
い
、
そ
の
後
認
可
申

請
の
運
び
と
な
り
、
公
告
と
い

う
流
れ
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
事
業
の
認
可
・
公
告

の
の
ち
、
測
量
、
換
地
設
計

に
進
む
が
、
工
事
着
手
ま
で
に

一
年
な
い
し
二
年
を
要
し
、
完

成
ま
で
に
は
十
年
以
上
か
か
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
事
業
費

も
百
億
円
を
超
え
る
大
き
な

事
業
と
な
ろ
う
。

志
木
駅
東
口
周
辺
で
は
、

丸
井
が
入
居
す
る
「
志
木

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
」
の
完
成
、

東
武
鉄
道
が
所
有
す
る
駅
構

内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
「
ト
ス
カ
」

の
オ
ー
プ
ン
に
始
る
、
大
規
模

商
業
施
設
の
建
設
は
、
民
間

の
「
ド
ウ
セ
ッ
ト
ビ
ル
」「
第
二

ド
ウ
セ
ッ
ト
ビ
ル
」
と
つ
づ
き
、

大
規
模
な
商
業
圏
は
、
駅
近

く
に
焦
点
を
結
び
な
が
ら
、

集
中
し
て
き
た
。

一方
「
駅
近
」
圏
を
離
れ
る

と
、
商
業
地
域
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
集
合
住
宅
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
長
く

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
ら

ら
ぽ
ー
と
」
は
、「
駅
近
」
の

商
業
施
設
で
あ
っ
た
。
し
か
し

駅
か
ら一分
と
い
う
利
便
性
を

掲
げ
て
、
商
業
圏
内
に
大
規

模
住
宅
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

建
替
え
る
の
は
大
手
不
動

産
で
、
建
ぺい
率
の
高
い
商
業

地
域
の
優
位
性
を
使
っ
て
の
大

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
行
為

で
あ
る
。

こ
の
流
れ
は
、志
木
駅
南
口
、

新
座
市
側
の
街
並
の
急
速
な

変
貌
に
も
見
ら
れ
、
J
R
新

座
駅
付
近
も
、
ま
た
北
朝
霞
、

朝
霞
台
駅
、朝
霞
駅
で
も
「
駅

近
」
の
優
位
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。一

方
志
木
市
本
町
通
り
の

交
通
は
相
変
わ
ら
ず
渋
滞
が

著
し
い
が
、
道
路
の
拡
幅
工
事

の
進
み
方
は
か
な
り
緩
慢
で
、

商
業
地
域
構
築
の
道
程
は
遠

い
。　
　
　

将
来
を
み
つ
め
、
い
ま
こ
そ

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
活
性

化
、
地
方
の
繁
栄
を
考
え
る
べ

き
と
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
住
む
人
々

が
、
東
京
都
の
繁
栄
に
の
み
目

を
向
け
、
自
分
の
住
む
地
域

を
忘
れ
て
も
よ
い
か
。
自
戒
し

た
い
。

● 朝霞駅前工事完成間近
    朝霞駅北口に駅前出張所がオープン

● 和光市駅北口開発
● オピニオン
    「駅近」だけの繁栄が決定的になる？
    

清流を追って
　野火止用水の物語

● 理化学研究所一般公開

● 東京ミッドタウンオープン

● 首都圏人 第 6号発売
    NPO法人市民フォーラムが編集する
    [ 首都圏人 ]
    第 1号から第 6号までの内容紹介

---PAGE 1　

---PAGE 2&3

---PAGE 4

朝
霞
駅
北
口
に

駅
前
出
張
所
が
オ
ー
プ
ン

朝
霞
駅
前

       

工
事
完
成
間
近

（
志
木
市
本
町
2
丁
目  

の
は
ら
博
武
）

「
駅
近
」
だ
け
の
繁
栄
が
決
定
的
に
な
る
?　
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測量想像図
東京都小金井にあった資料館に保存されていた絵を、昭和 28年頃に

撮影されたが、原画は行方が不明である。
夜間、竹竿の先に堤灯をつけ、

その灯りで土地の高低を測ったと伝えられている。

いろは樋
江戸時代、用水の水を新河岸川に流していたが、宗岡地区の
稲作田の灌漑用水として利用すべく、川の上に樋をつくり、

水を送った樋のつなぎ目が48あったところから
「いろは樋」と呼ばれていた。

明治の頃樋を廃止して、川の下に鉄管を埋めて水を通した。

野火止用水取入れ口
明治41年 4月改造と
刻まれた石の取入れ口

て
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と

の
思
い
で
、
以
前
か
ら
カ
メ
ラ

を
趣
味
に
し
て
い
た
新
井
さ

ん
は
、
矢
も
盾
も
た
ま
ら
ず
、

用
水
の
流
路
を
撮
影
し
つ
つ
、

野
火
止
用
水
の
水
路
を
上
流

へと
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

自
転
車
を
こ
ぎ
、
新
座
、

清
瀬
、
東
村
山
、
小
平
市
を

経
て
、
羽
村
に
達
し
、
多
摩

川
に
ま
で
遡
っ
て
用
水
路
を
カ

ラ
ー
写
真
に
収
め
た
。

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
ま

と
め
、
昭
和
三
十一年
埼
玉
県

教
育
委
員
会
ほ
か
主
催
の
埼

玉
県
幻
灯
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

栄
え
あ
る「
特
選
」に
輝
い
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、「
玉
川
上

水
開
削
測
量
」
の
想
像
図
を
、

カ
ラ
ー
写
真
で
残
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

野
火
止
用
水
は
玉
川
上
水

の
分
流
で
あ
る
が
、
都
心
に
向

か
う
玉
川
上
水
の
開
削
工
事

で
、
玉
川
兄
弟
と
と
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
、
川
越

藩
主
松
平
信
綱
の
家
臣
、
安

松
金
左
衛
門
は
、
乞
わ
れ
て

野
火
止
用
水
開
削
の
難
事

業
に
取
組
ん
だ
。
こ
の
画
に

は
、
夜
間
多
く
の
提
灯
を
配

置
し
て
、
土
地
の
高
低
を
測

量
し
た
様
子
が
画
か
れ
て
い
て
、

か
れ
ら
の
労
苦
が
偲
ば
れ
る
。

原
画
は
当
時
、
小
金
井
の
武

蔵
野
記
念
館
に
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
失
わ
れ
て
今

は
無
い
。 

武
蔵
野
台
地
は
、
青
梅
付

近
に
発
し
、
新
河
岸
川
流
域

に
延
び
た
広
大
な
台
地
で
あ

る
が
、
高
低
差
は
わ
づ
か
に

百
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
ず
、
き
わ

め
て
な
だ
ら
か
で
、
そ
こ
に
長

い
水
路
を
開
削
す
る
こ
と
は
、

高
度
な
土
木
技
術
を
駆
使
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
か
つ

て
新
座
市
の
野
火
止
な
ど
で

こ
の
物
語
は
、
志
木
市
の

新
井
康
一さ
ん
か
ら
伺
っ
た
も

の
で
あ
る
。

新
井
さ
ん
の
お
宅
は
、
志

木
市
本
町
通
り
に
所
在
、
か

つ
て
は
お
店
の
す
ぐ
前
を
野
火

止
用
水
が
流
れ
て
い
た
。

丁
度
お
店
の
処
で
、
用
水

は
そ
の
流
れ
を
調
節
す
る
た

め
、
わ
ず
か
な
落
差
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
水
は
滝

の
よ
う
に
流
れ
、
水
の
音
は
昼

も
夜
も
聞
こ
え
た
の
で
、
騒
が

し
い
も
の
だ
っ
た
。
は
じ
め
て

入
店
し
た
若
も
の
は
、
そ
の
音

で
よ
く
眠
れ
な
い
と
こ
ぼ
し
た

位
で
あ
る
。し
か
し
水
は
澄
み
、

清
ら
か
な
流
れ
で
、い
ま
思
う

と
、
街
の
中
心
を
の
ど
か
な
小

川
が
流
れ
る
と
い
っ
た
風
情
で

あ
っ
た
。

新
井
さ
ん
は
、
志
木
小
学

校
を
卒
業
、
県
立
浦
和
商
業

に
進
ん
だ
。

浦
和
ま
で
自
転
車
で
の
通

学
で
あ
る
。戦
争
中
の
こ
と
で
、

健
康
な
若
者
は
誰
も
が
軍
隊

に
行
く
こ
と
が
当
た
り
前
で

あ
っ
た
。
徴
兵
制
度
に
よ
っ
て
、

二
十
歳
に
な
れ
ば
、
誰
で
も
が

と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
が
、
血

気
に
は
や
る
若
者
は
、
そ
の
前

に
志
願
し
て
軍
隊
に
入
る
も

の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

新
井
さ
ん
は
、
皇
室
を
お

守
り
す
る
名
誉
あ
る
軍
人
と

し
て
の
「
近
衛
兵
」
に
選
ば
れ

て
、
昭
和
十
八
年
に
入
隊
し
、

三
年
間
、
ご
守
備
の
勤
務
に
つ

い
て
い
た
。

戦
況
は
悪
化
を
た
ど
り
、

東
京
は
連
日
の
空
襲
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年

五
月
の
爆
撃
に
よ
る
皇
居
宮

殿
の
炎
上
に
遭
遇
し
た
。

戦
後
、
自
宅
に
戻
ら
れ
て
か

ら
は
、
長
男
と
し
て
の
責
務
か

ら
、
洋
服
店
の
家
業
を
継
が

れ
た
。

野
火
止
用
水
と
の
深
い
関

わ
り
は
、
戦
後
復
員
し
て
か

ら
、
乞
わ
れ
て
自
営
消
防
隊

員
と
し
て
の
活
動
で
あ
っ
た
。

消
防
に
欠
か
せ
な
い
水
、

当
時
消
火
の
た
め
に
放
水
す

る
水
は
市
内
を
流
れ
、
水

量
も
多
い
野
火
止
用
水
で

あ
っ
た
。
消
防
団
の
役
員
と

な
っ
た
新
井
さ
ん
は
、
消
防

の
命
綱
で
も
あ
っ
た
野
火
止

用
水
が
、
こ
れ
か
ら
も
信
頼

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の

水
源
が
非
常
に
気
掛
か
り
に

な
っ
て
い
た
。

水
源
の
取
材
は
ど
う
し

の
懐
か
し
い
暮
ら
し
振
り
が
、

見
事
に
写
さ
れ
て
い
る
。
用
水

は
、
農
家
の
飲
料
水
と
し
て
、

ま
た
収
穫
し
た
農
産
物
を
洗

い
、
出
荷
す
る
た
め
に
も
欠
か

せ
な
い
、
大
事
な
生
活
用
水

だ
っ
た
。

ま
た
志
木
市
内
を
流
れ
る

景
観
の
カ
ラ
ー
写
真
も
、
き

わ
め
て
貴
重
な
、
掛
け
替
え
の

な
い
地
域
の
遺
産
で
も
あ
る
。

新
井
さ
ん
は
、
お
店
を
継

い
で
五
代
目
に
当
た
る
。 

新
井
さ
ん
の
お
店
の
創
業

は
嘉
永
2
年
、
ペル
ー
が
来
航

し
た
こ
ろ
と
い
う
。
初
代
は
、

綿
布
の
産
地
で
あ
っ
た
八
王

子
、所
沢
か
ら
仕
入
れ
た
の
ち
、

有
力
な
流
通
経
路
で
あ
っ
た

新
河
岸
川
の
舟
運
を
使
っ
て
、

浅
草
の
問
屋
に
卸
す
仲
買
人

で
あ
っ
た
。
取
り
扱
っ
た
「
め

く
ら
縞
」
の
綿
布
は
、
脚
絆

や
手
甲
と
し
て
、
当
時
は
欠

か
せ
な
い
原
材
料
で
あ
っ
た
。

時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
、
明

治
二
十
年
、
足
袋
の
製
造
に

転
じ
た
。
大
量
生
産
を
始
め

た
行
田
の
足
袋
に
注
目
し
て
、

よ
り
質
の
高
い
注
文
足
袋
の

製
造
を
は
じ
め
た
新
井
さ
ん

の
祖
父
は
、
お
客
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
、
履
き

心
地
の
良
い
も
の
を
つ
く
り
、

そ
の
名
人
芸
は
近
在
で
知
ら

ぬ
人
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
服
装
が
次
第
に
西

洋
風
に
な
っ
た
た
め
、
洋
服
に

注
目
、
そ
の
技
術
の
習
得
を

目
指
し
た
。
当
時
新
河
岸
川

の
舟
運
は
、
重
要
な
交
通
路

で
、
夜
間
の
急
行
も
運
行
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
を
使
っ
て
神

田
に
出
向
き
、
十
年
も
の
年

月
を
経
て
、い
ま
で
い
う
「
オ
ー

清
流
を
追
っ
て

「
野
火
止
用
水
」
の
物
語
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かつての志木市「市場通り」の用水
昭和40年に用水を暗渠として地下を通し道路とした。
江戸時代用水の流れと、新河岸川の船便にて繁栄した

商店街は東武東上線の開通と船便の廃止等
時代の変遷によって新しい時代へと変わってゆく。

用水の利用（野火止地区）
数本に分水された用水は、各集落の農地を巡って流れる。
野菜類の出荷には欠くことの出来ない用水だった。

志木駅近くの住宅展示場のあたり

野火止用水を
撮影された頃の
新井康一さん

平林寺堀
平林寺の［み霊水］として用水は本流と別れて、土を盛り、勾配

を少なくした堤防の上を緩やかに寺の裏山に向かう。

に
及
ぶ
用
水
路
で
、
玉
川
上

水
の
分
水
三
十
三
カ
所
の
う

ち
、
最
古
、
最
大
、
最
長
の

用
水
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
川
越

藩
と
い
う
私
領
への
分
水
と
し

て
は
唯一の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
野
火
止
用
水
開
削
に

前
後
し
て
、
川
越
藩
で
は
耕

地
を
計
画
的
な
短
冊
形
に
区

画
し
、
人
々
を
入
植
さ
せ
、
新

し
い
村
（
野
火
止
、
西
堀
、
菅

沢
、
北
野
）
を
つ
く
っ
た
。
さ

ら
に
松
平
家
の一門
や
家
臣
ま

で
参
加
さ
せ
る
と
い
う
計
画

的
な
新
田
開
発
は
、
幕
府
農

政
に
先
行
し
た
新
し
い
モ
デ
ル

に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
野
火
止
用
水
は
、

水
田
耕
作
や
飲
料
等
の
生
活

用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
武

蔵
野
の
流
域
の
人
々
に
潤
い
を

与
え
て
き
た
。
し
か
し
戦
後
の

昭
和
24
年
、
衛
生
状
態
を
視

察
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
グ

ラ
デ
ィ
ス・W・ロ
ー
ラ
女
史（
占

領
軍
埼
玉
県
軍
生
部
衛
生
課

長
）
の
指
摘
で
野
火
止
用
水

の
保
菌
検
査
が
お
こ
な
わ
れ

た
と
こ
ろ
、
飲
料
水
に
は
不

適
合
と
い
う
結
果
が
で
て
、
こ

れ
が
埼
玉
県
や
大
和
田
町
の

上
水
道
敷
設
への
契
機
と
な
っ

た
。

こ
の
ロ
ー
ラ
女
史
の
「
不
潔

宣
言
」
だ
け
が
野
火
止
用
水

の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
昭
和
26
年
に
、
用

水
を
飲
み
水
に
し
て
い
た
野
火

止
の
東
地
区
な
ど
か
ら
、
50

人
以
上
も
の
赤
痢
患
者
が
発

生
し
た
こ
と
が一番
の
大
き
な

理
由
だ
っ
た
。

 

簡
易
水
道
の
利
用
者
か
ら

は一
人
も
患
者
が
出
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
簡
易
水
道
の

普
及
が
こ
の
後
一
層
進
ん
で

いっ
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
に
な
る

と
、
用
水
の
上
流
地
（
小
平

市
や
東
村
山
市
な
ど
）
で
は
、

宅
地
化
に
よ
り
大
量
の
生
活

排
水
が
流
れ
込
み
、
野
火
止

用
水
の
汚
染
が
進
ん
で
下
水

堀
化
し
て
いっ
た
。

そ
し
て
昭
和
48
年
、つ
い
に

東
京
都
は
、
用
水
の
汚
染
と

上
水
道
の
普
及
で
、
野
火
止

用
水
の
分
水
を
止
め
た
。

そ
の
た
め
開
削
以
来

3
5
0
年
も
の
永
き
に
わ
た

り
、
野
火
止
の
台
地
を
潤
し
、

流
域
住
民
に
絶
大
な
る
恩
恵

を
も
た
ら
し
続
け
て
き
た
野

火
止
用
水
は
、
そ
の
名
と
堀

割
の
み
を
残
し
て
終
止
符
を

打
っ
た
。

ダ
ー
メ
ー
ド
」
の
注
文
服
の
製

造
を
開
始
し
た
。

新
井
さ
ん
の
お
店
は
当
初

本
町
通
り
、旧「
市
場
」の
中
程
、

現
在
の
「
J
A
あ
さ
か
野
」
の

筋
向
か
い
に
あ
り
、
こ
の
通
り

に
は
、ニ
七
の
市
が
立
っ
た
。ニ

と
七
の
つ
く
日
に
は
、
近
在
か

ら
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

野
火
止
用
水
が
中
央
を
流

れ
、
そ
の
両
岸
に
多
く
の
露

天
商
が
並
ん
だ
。
商
業
で
繁

栄
し
て
い
た
志
木
市
は
「
引
又

宿
」、「
引
又
河
岸
」
と
呼
ば
れ
、

志
木
市
に
向
か
う
「
引
又
道
」

は
、
東
京
都
の
板
橋
、
練
馬
、

大
泉
な
ど
の
各
地
に
も
通
じ

て
い
て
、
多
く
の
農
家
の
方
た

ち
が
買
い
物
に
訪
れ
た
。

お
客
の
中
に
は
、
東
京
都
の

小
学
校
の
先
生
、
校
長
先
生

も
お
ら
れ
、
校
長
先
生
が
入

学
、卒
業
式
で
着
用
す
る
モ
ー

ニ
ン
グ
を
誂
え
た
の
で
、
新
井

洋
服
店
で
は
、で
き
上
が
る
と
、

店
主
が
自
ら
自
転
車
で
配
達

し
た
と
い
う
。
今
で
は
考
え
る

こ
と
も
困
難
な
、
時
間
が
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
容
赦
な
く
と
き
は

流
れ
て
、
戦
後
の
復
興
の
時

代
、
野
火
止
用
水
の
水
路一帯

は
、
急
速
に
住
宅
地
と
な
り
、

人
口
の
急
増
に
よ
っ
て
、
住
宅

街
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
量
の

雑
廃
水
が
流
れ
込
み
、
用
水

は
汚
染
に
ま
み
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
分
水
口

を
管
理
し
て
い
た
東
京
都
水

道
局
に
よ
っ
て
、
多
摩
川
か
ら

の
分
水
口
が
閉
じ
ら
れ
、
用

水
は
暗
渠
と
化
し
て
し
ま
っ

た
。上

下
水
道
は
整
備
さ
れ
た

が
、
こ
の
惨
状
を
目
の
当
た
り

に
し
た
流
域
に
住
む
人
々
の
間

で
、
か
つ
て
の
清
流
を
蘇
ら
せ

た
い
と
の
要
望
が
高
ま
っ
て
き

た
。
分
水
が
停
止
さ
れ
て
か
ら

十
五
年
、
東
京
都
は
住
民
の

声
に
答
え
、
四
十
五
億
円
の

費
用
と
四
年
の
歳
月
を
も
っ

て
、
清
流
復
活
に
こ
ぎ
つ
け
た

の
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
の
夏
、
東

村
山
市
の
雑
木
林
で
行
わ
れ

た
通
水
式
に
は
、
東
京
都
知

事
が
主
催
、
埼
玉
県
知
事
を

招
待
し
て
盛
大
に
施
行
さ
れ

た
。放

流
さ
れ
た
の
は
、
多
摩

川
上
流
汚
水
処
理
場
か
ら
送

ら
れ
た
処
理
水
で
あ
る
が
、
魚

が
住
め
る
く
ら
い
の
水
質
で
、

毎
日
二
万
ト
ン
に
達
す
る
と
い

う
。
復
活
し
た
水
路
に
接
し

て
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
水

路
に
沿
っ
た
住
民
の
方
々
の
理

解
も
深
ま
っ
て
、
用
水
路
の
美

し
い
景
観
が
再
び
形
成
さ
れ

た
。
新
座
市
に
入
っ
た
用
水
は

「
本
多
緑
道
」
と
な
り
、
市

民
の
整
備
に
よ
っ
て
か
つ
て
の

武
蔵
野
が
蘇
っ
た
こ
と
は
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
復
活
し
た
清
流
は

旧
川
越
街
道
ま
で
で
、そ
の
先
、

志
木
市
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い

た
用
水
堀
に
は
通
水
さ
れ
な

か
っ
た
。
志
木
市
内
の
流
路
は

す
べて
暗
渠
と
な
り
、
当
時
を

偲
ぶ
も
の
は
い
ま
で
は
全
く
無

く
な
っ
た
。

野
火
止
用
水
の
開
削

慶
長
8
年
（
1
6
0
3
）

に
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
府

し
て
か
ら
50
年
が
経
ち
江
戸

の
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ

て
、
当
時
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
井
の
頭
（
武
蔵
野
市
）
か

ら
の
神
田
上
水
だ
け
で
は
飲

み
水
が
不
足
し
て
き
た
。

 

そ
こ
で
幕
府
は
承
応
2
年

（
1
6
5
3
）、
多
摩
川
か
ら

水
を
引
く
水
路
を
掘
る
こ
と

を
許
し
た
。
こ
れ
が
玉
川
上
水

で
あ
る
。

承
応
3
年
（
1
6
5
4
）、

川
越
藩
主
で
幕
府
の
老
中
で

も
あ
っ
た
松
平
伊
豆
守
信
綱

は
、
玉
川
兄
弟
と
と
も
に
、

家
臣
安
松
金
右
衛
門
に
命
じ

て
玉
川
上
水
を
開
削
さ
せ
、

見
事
に
完
成
さ
せ
た
。
翌
年

の
承
応
4
年
（
1
6
5
5
）、

乾
燥
し
た
関
東
ロ
ー
ム
層
の

台
地
の
生
活
用
水
と
あ
わ
せ

て
、
新
田
開
発
の
た
め
に
分
水

の
許
可
を
得
、
安
松
金
右
衛

門
に
完
成
さ
せ
た
の
が
、
野
火

止
用
水
で
あ
る
。

こ
の
野
火
止
用
水
は
、
現

在
の
東
京
都
小
平
市
か
ら
掘

り
起
こ
し
、
野
火
止
台
地
を

経
て
新
河
岸
川
（
志
木
市
）

に
至
る
、
全
長
約
2
4
k
m
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ゲイトで宇宙服がお出迎え世界最強のサイクロトロンGALLERIAから入口正面を望む

ミッドタウン・タワー

メ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア

正
面
入
口

「
デ
ザ
イ
ン
・
サ
イ
ト
」
を
望
む

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

平
成
19
年
度
科
学
技
術
週

間
の
行
事
「
科
学
こ
そ
世
界

を
つ
な
ぐ
共
通
語
」
の
一
環

と
し
て
、
去
る
4
月
21
日
、

和
光
市
の
理
化
学
研
究
所
が

一
般
公
開
さ
れ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
展
示
を

熱
心
に
見
学
す
る
市
民
、
高

校
生
で
賑
わ
っ
た
。

独
立
行
政
法
人
「
理
化
学

研
究
所
」
は
、
わ
が
国
が
世

界
に
誇
る
高
い
水
準
を
も
っ

た
サ
イ
エ
ン
ス
の
総
合
的
な

研
究
機
関
で
、
国
内
、
海
外

に
も
拠
点
を
設
け
て
い
る
が
、

和
光
本
所
は
そ
れ
ら
を
す
べ

て
統
括
す
る
業
務
を
も
担
っ

て
い
る
。

世
界
の
先
端
を
ゆ
く
「
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
」
の
巨
大
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
理
研
の

伝
統
で
あ
り
、
ま
た
誇
り
で

あ
る
。

港
区
赤
坂
の
旧
防
衛
庁
跡

地
に
建
設
中
の
複
合
ビ
ル
群

「
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
が
、

去
る
3
月
30
日
開
業
し
た
。

敷
地
の
広
さ
は
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
余
り
、
6
棟
の
ビ
ル

が
立
ち
、
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ

ル
、
美
術
館
が
入
居
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ

プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ー
ド
、

カ
フ
ェ
ほ
か
、
巾
広
い
サ
ー
ビ

ス
の
お
店
が
競
い
合
う
よ
う

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は
3

つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
、

高
さ
25
メ
ー
ト
ル
、
4
層

吹
抜
け
の
空
間
に
お
店
が

並
ぶG

A
LLERIA

は
メ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
。

正
面
か
ら
入
っ
て
右
手
、

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
イ
ー
ス
ト

棟
のPLAZA

は
低
層
で
、
外

部
か
ら
入
り
易
い
レ
ス
ト
ラ

ン
、
バ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど
が
楽

し
め
る
。

港
区
の
檜
町
公
園
と

連
続
し
たM

ID
T
O
W
N

 
G
A
R
D
EN

は
芝
生
の
広
場

で
、
都
心
と
は
思
え
な
い
緑

の
自
然
と
四
季
の
表
情
が
楽

し
め
る
。

ほ
か
に
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ウ

エ
ス
ト
棟
が
聳
え
、
正
面
を

奥
に
進
む
と
、
地
上
54
階
、

地
下
5
階
の
オ
フ
ィ
ス
、
ホ

テ
ル
棟
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
タ

ワ
ー
が
聳
え
立
つ
。

ま
た
著
名
な
デ
ザ
イ
ン
家

が
、
世
界
の
先
端
の
デ
ザ

イ
ン
を
紹
介
す
る
21
・
21 

D
ESIG

N

 SIG
H
T

（
入
場

は
有
料
）
で
は
、
デ
ザ
イ
ン

の
楽
し
さ
に
触
れ
る
体
験
の

場
を
提
供
す
る
。
建
物
の
設

計
は
安
藤
忠
雄
氏
、
1
枚
の

鉄
板
で
つ
く
っ
た
大
屋
根
が

目
を
見
張
ら
せ
る
。

地  

域
情  
報

華
や
か
に
オ
ー
プ
ン

六本木の防衛庁の跡地に

Tokyo MidtownTokyo Midtown

「東京ミッドタウン」が完成！

「
理
化
学
研
究
所
」

公
開
風
景


